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令和３年

（2021)

生石高原（紀美野町、有田川町）

紀美野町と有田川町との境界に広がる「生石高原」は、関西随一のススキの名所として有名ですが、美しい
星空や夜景を見ることができるスポットとしても有名です。標高は870ｍと高く、山頂では360度の大パノラマ
を満喫することができます。

（写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）



- 1 - 
 

                       知 事 メ ッ セ ージ 

 

若者よ、様々な分野に関心を持とう  
 

オリンピックが感動のうちに終わりました。メダルを取る取らぬにかかわら

ず、アスリートが全力を尽くす姿に感動しました。とりわけ、10 代の中高生

の選手の活躍も目を引きました。また、甲子園での高校野球も今年は開催さ

れ、長い、きつい練習を積み重ねてきた選手達の熱闘が繰り広げられました。

和歌山では紀の国わかやま総文 2021（全国高等学校総合文化祭）が和歌山の

高校生自身の企画、運営で展開され数々の感動を生みました。苦労は多かった

と思いますが、こういう機会にめぐり合わせた若者はつくづく幸せだなあと思

います。  
人口は少々減りつつあるとはいえ、和歌山でも若者はどんどん生まれ、成長

しています。上記のような機会に主役として直接参加できなかった諸君も、何

がしかの経験と見聞と感動を得たはずであります。  
教育と文化とスポーツがうまくいっているのは、地域づくりの理想だと私は

思っていますが、特に若者を立派に育てる教育（行政）には特段の努力をして

きました。  
学力をつけるために教え方の研鑽

けんさん

をし、授業についていけなくなった子を個

別補習で支え、様々な工夫で体力を向上させ、道徳教育と郷土教育を施し、い

じめや不登校を解決する工夫をし、学校と地域が力を合わせるコミュニティス

クールを整備し…と様々な取組をしてまいりましたが、オリンピックや総文祭

を見ていますと、中高生諸君に大いなる刺激を与えることも大事だなあと思い

ます。  
ロケットが串本に来る、それなら宇宙に関心を持つ様々な機会を作ろう。ア

ジア・オセアニア高校生フォーラムを機に外国語や海外に関心を持ってもらお

う。ジオパーク探偵団に入ってもらって、地球の成り立ちや紀伊半島の魅力に

関心を持ってもらおう。読書も大事だし、自然に興味を持って関心分野の研究

をするのも大事だから、全県的にコンクールをして優秀者を讃
たた

えよう…。この

ように子供達に刺激を与える様々な工夫をしてその関心を高め、彼らの未来を

大きくしていくのが我々行政の務めです。  
 
 
和歌山県知事 仁 坂 吉 伸  
 

 

 

 

 7/21 記者会見にて 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「紀の国わかやま文化祭 2021」の開会式及び閉会式の特別出演者が決      

 定しました                              

 

このたび、令和３年１０月３０日から１１月２１日まで開催される「紀の国

わかやま文化祭 2021」の開会式及び閉会式を、県民の皆さんとともに盛り上げ

ていただく特別出演者が決定しました。 

開会式では、「プロローグ」に歌舞伎役者の尾上菊之助さんが登場し、祝賀舞

として和歌山ゆかりの歌舞伎演目「道成寺より 鐘ヶ岬」を披露した後、元体

操選手で２０１２年ロンドンオリンピック日本代表の田中理恵さんと高松良誠

アナウンサーが総合司会を務める「式典」を行います。 

目玉プログラムとなる「フェスティバル」では、和歌山の自然を巡りながら

文化に触れる“旅”を通じて、大会のキャッチフレーズでもある「山青し 海青

し 文化は輝く」の源を探す壮大な物語を表現します。「フェスティバル」には、

歌手の坂本冬美さんをはじめとする和歌山県ゆかりの方々が出演し、「紀の国の

自然や先人たちのように、わかやまの文化を輝かせ、わかやまの人を輝かせよ

う」というメッセージを伝えます。 

また閉会式では、和歌山市で４００年にわたり受け継がれてきた和歌祭の演

目が披露されるほか、「グランドフィナーレ」では、特別支援学校の生徒の皆さ

んによるよさこい踊りや県内ミュージシャン、児童合唱団、手話コーラスの皆

さんによる合唱などが予定されており、障害のある方もない方も協力してステ

ージを彩ります。 

県では、現在、９月１０日まで開会式及び閉会式の観覧者の募集を行ってい

ます。各会場では新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底した上で、

和歌山県の文化の魅力があふれるプログラムを展開する予定ですので、一般観

覧に御応募いただき、是非会場にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「紀の国わかやま文化祭 2021」の開会式及び閉会式の観覧者募集概要＞  
【募集期限】  
令和３年９月１０日 (金 ) 必着  

【応募方法】  
ウェブサイト又はハガキ  ※申込方法の詳細は、下記ウェブサイトを御確認ください。  

【募集人数】  
開会式：５００名程度 閉会式：４５０名程度  

【結果発表】  
開会式：９月下旬 閉会式：１０月下旬  
※入場券の発送をもって当選発表にかえさせていただきます。  

（応募者多数の場合は抽選となります。）  
詳細は、「紀の国わかやま文化祭 2021」のホームページを御確認ください。  
URL：https://kinokuni-bunkasai2021.jp/topics/e5460/ 

＜応募フォームはこちら＞ 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「宇宙シンポジウム in 串本」及び「『缶サット』イベント」を開催しま 

 した                                

 

串本町では、スペースワン株式会社によ

る国内初の民間ロケット発射場「スペース

ポート紀伊」の工事が間もなく終了し、今

後、必要となる設備の搬入や各種試験が行

われることとなっています。先般、ロケッ

トの機体名称が「カイロス」と発表される

など、初打ち上げに向けた準備が着々と進

んでおります。 

そのような中、県では、宇宙の魅力やロケット・人工衛星の可能性、そして

串本町にロケット発射場ができる意義を多くの方に知っていただくため、７月

２４日に「宇宙シンポジウム in 串本」を開催しました。３回目の開催となる今

回は、第１回からシンポジウムに御登壇いただいている東京大学大学院教授の

中須賀真一さんをはじめ、各宇宙分野において日本を代表する方々に御登壇い

ただき、講演やパネルディスカッションを行っていただきました。 

また、シンポジウム前日には、中須賀さ

んに御協力いただき、超小型模擬人工衛星、

所謂「缶サット」の中学生向けの体験イベ

ントを串本町で初めて開催し、県内の子供

たちに多数参加いただきました。 

参加者の募集を開始したところ、両イベ

ントともすぐに定員に達してしまうなど、

県民の皆さんの宇宙、ロケットへの関心は

高まってきております。 

こうした取組に加え、県ではロケット打上げ見学者の誘客、想定される渋滞

への対策に関する検討を地元関係者とともに進めており、ロケットの初打上げ

に向けて、着実に準備を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

「缶サット」イベントの様子 

宇宙シンポジウム in 串本の様子 

＜「宇宙シンポジウム in 串本」に御登壇いただいた方々＞  
東京大学大学院教授 中須賀 真一 氏  
スペースワン株式会社最高顧問・日本宇宙少年団専務理事 遠藤 守 氏  
宇宙飛行士 山崎 直子 氏  
JAXA はやぶさ 2 プロジェクトマネージャー 津田 雄一 氏  
三菱電機株式会社主席技監 小山 浩 氏  
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

●「デジタル化推進シンポジウム」を開催しました                         

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大

に伴う往来の自粛等により、WEB 会議やリ

モートワークといった「デジタル化」はあ

らゆる分野において急速な広がりを見せ

ています。 

県では、県内事業者におけるデジタル

技術を活用したビジネスモデルへの変革

による生産性向上を促進するため、７月

８日に「デジタル化推進シンポジウム」を

開催しました。 

本シンポジウムでは、数々の事業再生に携わってこられた株式会社日本共創

プラットフォーム(JPiX) 代表取締役社長の冨山和彦さんに基調講演をしてい

ただき、「GDP の約 70%を占める地域密着型企業の生産性を上げることが日本経

済再生のカギ。自らの事業やビジネスモデルが社会でどのような位置にあるか

を正しく理解することが大事である。そして、今は便利なデジタル技術がアプ

リとして安価で手に入る時代。次々と使って地道な経営改善を積み重ねた先に

企業の成長がある」とお話いただきました。 

さらに、企業経営者によるパ

ネルディスカッションを行い、

県内事業者で先進的な取組をさ

れている株式会社サイバーリン

クス代表取締役社長の村上恒夫

さんと株式会社インテリックス

代表取締役社長の木村明人さん

からは、リモートワーク等の推

進に係る取組事例を交え、地方

企業におけるデジタル技術を生

かした生産性向上の重要性についてお話いただきました。 

また、日本 IBM デジタルサービス株式会社代表取締役社長の井上裕美さんか

らは、「リモートワークが進み、地方であっても首都圏と同じ労働環境が整いつ

つある。様々な良い技術を素早く取り入れ失敗を恐れず実践し、企業を越えて

繋がりあうことが地域活性化にもつながる」とのお話がありました。 

県では、今後もコロナ後の世界を見据え、さらに県内事業者のデジタル化を

推進するとともに、市町村と連携して行政サービスのデジタル化についても取

り組んでまいります。                          

 

 

講演する冨山和彦さん 

先進的な取組について紹介いただきました 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「稲むらの火の館」前に物産販売・飲食施設「道あかり」が開館しま   

 した                               

 

 ７月１８日、広川町の「稲

むらの火の館」前に、物産販

売・飲食施設「道あかり」が

開館しました。１階には物産

販売スペースやカフェがあ

り、２階には８４人を収容で

きるレストランが整備され

ています。 

施設名である「道あかり」

は、広川町民の皆さんに募集し、決定したもので、「稲むらの火」のように、広

川町の未来を明るく照らしてくれることを願う思いが込められています。 

平成３０年５月、地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化や伝統を語る

ストーリーである「日本遺産」に、「『百世(ひゃくせい)の安堵(あんど)』～津

波と復興の記憶が生きる広川の防災遺産～」が認定されたこともあり、広川町

には、濱口梧陵の功績や防災に関心を寄せる多くの方々が、全国から学びに訪

れております。特に「稲むらの火の館」は、広川町の集客拠点となっています。 

そうした中、「稲むらの火の館」前に、新たなスポットとして、地元の農産物

や特産品の販売と食事を提供する本施設が開館することは、観光客の消費機会

の拡大と地場産業の振興につながります。 

さらに、広川町では平成１９年にスーパーが撤退しており、これまで広川町

の方が、同規模の店舗で買い物をするには湯浅町まで出向く必要があったため、

本施設は所謂「買い物弱者」対策としても大きな役割を果たすことが期待され

ています。 

 開館日に行われた竣工式では、二階

俊博自由民主党幹事長が出席し、「是

非『道あかり』を活用していただき、

地元の皆さんの力を合わせて地域を

盛り上げていただきたい」と挨拶しま

した。 

今後、多くの観光客に本施設を訪れ

ていただくとともに、地域住民の皆さ

んにも活用していただき、本施設を中

心とした地域活性化につながること

を大いに期待いたします。 

 

物産販売スペースやカフェ、レストランが整備されています 

竣工式の様子  
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

●令和３年度和歌山県緑化功労賞表彰式を開催しました                             

 

県では、第６２回全国植樹祭を契機に、「和歌山の森林及び樹木を守り育てる

条例」を制定し、県民の森林及び樹木を守り、又は育てることに関する意識の

高揚及び行動の促進を図ることを目的として、森林及び樹木の保全・育成に関

して優れた活動を行った方又は団体を表彰しています。 

令和３年度は、下記の３団体が受賞され、７月１３日に表彰式を行いました。 

受賞者の方々の献身的な活動に深く感謝するとともに、受賞者の方々の活動

が波及し、県内各地で同様の活動が活発になることを期待いたします。 

 

受賞団体名 受賞理由 

森林教育・研究部門 

紀中森林組合（日高郡日高川町） 

 代表者：中家 哲 氏 

 

小中学生を対象とした森林体験学習に積

極的に取り組み、過去７年間で延べ 105 校

3,732 名の児童、生徒に森林学習や間伐の現

地体験指導による普及啓発を行っている。 

また、「企業の森」事業の開始当初から活

動のサポートに取り組み、県内で最初の参

画団体であるユニチカユニオン労働組合を

はじめ、現在まで 16 の企業、団体と約 24ha

の森林保全活動（参加延べ人数約 7,000 名）

の 支 援 を 行 っ て い る こ と が 高 く 評 価 さ れ

た。 

地域活動部門 

加太観光協会（和歌山市） 

 代表者：稲野 雅則 氏 

 

平成 18 年度から和歌山市森林公園で「世

界一のアジサイ園」を目指し、協会員が自ら

育てたアジサイ苗木の植樹や一般市民の参

加を募った植樹祭を毎年実施し、現在 13 種

類、約 8,000 株のアジサイ園となっている。  

また、令和元年度には「和歌山市ふるさと

観光大使」である L'Arc～en～Ciel の HYDE

氏がアジサイを植樹し、広く情報発信した

ことから、開花の時期を中心に京阪神から

もアジサイ園と和歌山市森林公園を訪れる

方が増加している。市民が自然を楽しむ機

会を増やし、良好な景観を形成する自主的

な取組を促進することに貢献したことが高

く評価された。 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

受賞団体名 受賞理由 

社会貢献部門 

わかやま市民生活協同組合 

（和歌山市） 

 代表者：髙垣 幸代 氏 

 

組合員と職員による社会貢献活動の一環

として、古座川町をフィールドに平成 20 年

4 月から「企業の森」活動を開始し、県内各

地の生協組合員とその家族等が広葉樹の植

栽や下刈りなどの育林体験、木工体験などの

森林学習を行ってきた。 

また、古座川町の豊かな自然環境を活かし

た体験活動（カヌー体験やジャムづくり）に

も積極的に取り組み、地元からは子供たちも

含めた元気な取組を歓迎する声が上がるな

ど地域との一体的な活動となっている。  

本活動は、「持続可能な開発目標」(SDGｓ)

への取組の一つとして、平成 27 年 11 月に日

高川町愛川地区、平成 31 年 4 月には新宮市

檜山地区に活動範囲を広げ、活動当初から延

べ約 750 名の参加者が自然や森林に親しむ

など、人々の生活と森林や環境との関係に関

する理解と関心を深める活動が高く評価さ

れた。 

 

●「匠の技 伝道師」を認定しました                 

  

県では、農業に従事されている方が

有する卓越した農業技術を着実に次世

代に繋いでいくため、今年度、「匠の技 

伝道師」制度を創設しました。認定者

が有する技術の継承を希望する方を募

集し、研修によりその卓越した技術を

受け継いでいただくことで、本県の農

業従事者のスキルアップを図ります。

初めての認定となる今年度は、７名の

方を認定しました。 

今後は、地域ごとに認定者による講演会や座談会等を開催した後、研修受講

を希望する方とのマッチングを行います。 

農業従事者の方がスキルアップをすることにより、農業の生産性が向上し、

収益が増え、農業経営の強化につながります。県では、引き続き、本県農業の

維持・発展のため、本取組を進めてまいります。 

「匠の技 伝道師」として認定された皆さん  
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

「匠の技 伝道師」認定者一覧 

 

 

 

 

 

 

             

●「地域の宝 『なんたん蜜姫』復活からはじまる本州最南端地域活性化  

 プロジェクト」が過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業（総務省）               

 に選ばれました                          

 
 このたび、令和３年度の過疎地域等集落ネ

ットワーク圏形成支援事業（総務省）に、本県

の「地域の宝『なんたん蜜姫』復活からはじま

る本州最南端地域活性化プロジェクト」が採

択されました。  
この制度は、基幹となる集落とその周辺の

集落で構成される「集落ネットワーク圏」にお

いて行う生活支援の取組や、地域産業を振興するための「なりわい」を創出す

る活動等を国が支援するもので、本県が生活圏を単位とした過疎地域再生・活

性化支援制度の創設を国に提案し、平成２４年度から制度化されたものです。  

「なんたん蜜姫」は濃厚な甘みが特徴です  

※敬称略  

氏　名 市町村 品　目 技術等の概要

橋詰　孝　 海南市 温州みかん
剪定による調整や枝吊りによって摘果をしないこ
とで、地域の平均を上回る収穫量を実現

山本　博　 紀の川市  トマト(施設)
農薬や化学肥料を使用しない有機農業を20年以上
継続

中谷　裕一 九度山町 柿
富有柿の最高級品「夢」、「希」クラスの高糖度
かつ大玉である完熟柿の生産

佐原　洋一 有田市 温州みかん
「ゆら早生」で「マルチ被覆＋ドリップかん水方
式」による栽培方法を現場導入した第一人者

山本　茂　 みなべ町 うめ
剪定、肥培管理、受粉対策により毎年の安定生産
を実現

志波　元昭 田辺市
温州みかん
不知火

剪定による調整により毎年の安定生産を実現
不知火の越冬完熟ブランド「木熟301」の安定生産
を実現

塩﨑　一男 那智勝浦町 たかな
かき葉の長期収穫栽培で1,000㎡あたり8tの生産を
実現

＜認定要件＞

卓越した農業技術を有し、県内継承希望者へ技術伝承する意思がある方

 （卓越した農業技術を有する例）

　　　 地域水準を上回る収穫量や販売単価を実現

　　   高品質な農産物の安定生産を実現

　　   新技術を地域で先駆的に導入　など
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今月の和歌山県政トピックス                     

 
「なんたん蜜姫」は、串本町で昔から栽培されていたさつまいもの中から、

優良なものを選抜したもので、果肉が鮮やかな黄色で、とろりとした食感を持

ち、濃厚な甘みが特徴です。「知る人ぞ知る幻のさつまいも」といわれ、需要

はありますが、生産者の高齢化と後継者不足により生産量が減少してきており、

需要に対して生産が追いついていない状況でした。  
本事業では、耕作放棄地を活用した「なんたん蜜姫」の増産、アシストスー

ツの活用による農作業の省力化や新商品開発（スイーツや芋焼酎等）に取り組

むとともに、農業体験等を通じた学生や都市住民等との交流活動を積極的に行

うことで、地域経済の活性化と地域の担い手となる人材の確保を図ります。  
県では、本事業を活用し、多くの方に「なんたん蜜姫」や串本町の魅力を知

っていただくとともに、他の施策と組み合わせることで、地域の担い手となる

人材の確保につなげてまいります。  
 

●和歌山県産果実の果汁を使用した「『カラダうれしい』果実＆野菜のわ 

 かやまスムージー」が発売されました                    

 

株式会社ふみこ農園（有田川町）より、和歌山県産果実の果汁を使用した「わ

かやまスムージー」が発売されました。スムージーは、白桃と白いんげん豆、

みかんとにんじん、はっさくとかぼちゃ、キウイフルーツとほうれん草、いち

じくととうもろこし、いちごとトマトの６種類があります。 

調理なしで召し上がっていただくことができるため、手軽に野菜を採ること

ができ、和歌山県産果実の果汁の美味しさを味わえる商品となっています。 

株式会社ふみこ農園の店舗をはじめ、Amazon、楽天市場、Yahoo!ショッピン

グ、au PAY マーケットでも購入できますので、是非御購入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県産果実の果汁の美味しさを味わうことができます 
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                          お 知 ら せせ 

 

●「みさと天文台」がリニューアルオープンしました           

 

７月７日に紀美野町の「みさと天文台」

が、リニューアルオープンしました。 

 「みさと天文台」は、旧美里町が旧環境

庁の「星空の街コンテスト」で「星のきれ

いな町」に選ばれたことを機に開館した施

設で、昨年４月から大規模改修を行ってき

ました。 

 星空観賞エリアである「空の庭」に新た

に設置された全長４５ｍ、幅６ｍの星空観

察専用大型展望デッキからは、これまでよ

り広い視界で星空を見ることができます。

また、新築されたプラネタリウム棟「宙
そら

の学舎
まなびや

」では、従来の２倍である直径

８ｍの投影スクリーンにより、より本物に近い星空を楽しむことができます。 

そして、大型望遠鏡のある「星の塔」のベランダには、９台のプロジェクタ

ーを設置し、プロジェクションマッピング技術（設計・製作：和歌山大学シス

テム工学部）を応用。「空の庭」全体に星空を投影する仕掛けにより、「星の塔」

のベランダから見ると、頭上には北半球の星空、足元には南半球の星空が広が

り、まるで宇宙空間を漂っているような感覚を体験することができます。 

 「みさと天文台」の近くにある「生石高原」でも美しい星空や夜景を楽しむ

ことができます。「星のきれいな町」紀美野町に是非お越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

新設されたプラネタリウム 

  「みさと天文台」からは、美しい星空を楽しむことができます 
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お 知 ら せ                           

                 より、全国のコンビニエンスストアで発 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさ

と和歌山を大切にしたい」、「和歌山を

応援したい」という思いを具体化するた

めの制度です。これまで多くの御寄附と

力強い応援メッセージを数多くいただい

ております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を

「世界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』

の保全や活用」や「がん対策の充実」な

どの分野で活用させていただいておりま

す。 

御寄附につきましては、申出からクレジット決済等までを同時に行うことが

可能なふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」、「ふるなび」、「ＡＮ

Ａのふるさと納税」を御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和

歌山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品のうち、事業者

の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山県が

誇る優良県産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の

「ふるさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申

し上げます。 

各ポータルサイトのＱＲコードはこちら 

ふるさとチョイス      ふるなび      ＡＮＡのふるさと納税 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 有本、森本、小弓場         和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp FAX  03-5212-9059 
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                          お 知 ら せせ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組           
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ふるさと歳時記                            

 

●和歌山県誕生１５０年記念～和歌山県の偉人～             

 

明治４年（１８７１年）１１月２２日に現在の和歌山県が誕生してから、今

年で１５０年の節目の年を迎えます。それを記念し、これまでの和歌山県の歴

史を振り返ります。今回のテーマは「和歌山県の偉人」です。 

濱口梧陵 

天保２年（１８３１年）、本家の千葉県ヤマサ醤油

店の養子となり、醤油醸造・販売を引継ぐ。家業を盛

り上げる傍ら、佐久間象山に入門し、象山の思想を受

け継いだ濱口梧陵は、郷里に戻り深く国の在り方を考

えた末、教育、政治、防災などの分野で、我が国の礎

ともいうべき多彩な活躍をしました。 

濱口梧陵は、広村（現広川町）に崇義団（後に「耐

久舎」と呼ばれることになります。）を起こし、青少

年の教育に力を注ぎます。また、全国的なコレラ流行

を契機に、焼失していた種痘所（東京大学医学部の前

身）の再興に尽力するとともに、医学の発展のために

多額の研究費を寄付しました。明治政府の下で初代駅

逓頭（後の郵政大臣）に就任。のちに帰郷し、和歌山

県議会初代議長を務めるなど、国・県を通じて政治の

リーダー的役割を果たしました。 

安政元年（１８５４年）、安政大地震の大津波から広村村民を高台へ導き、多

くの命を救ったエピソードは、ラフガディオ・ハーンにより「A Living God」

として広く紹介され、のちに小学校の教科書にも採用。多くの人々に感銘と教

訓を与えました。 

陸奥宗光 

紀州藩士・伊達宗広の第６子として誕生。文久２年

（１８６２年）、紀州藩を脱藩。江戸に出て、昌平坂

学問所で学び、海軍塾で坂本龍馬と出会いました。の

ちに海援隊に参加して龍馬の腹心として活躍。龍馬暗

殺事件後、政府役人を経て帰藩し、維新直後の和歌山

藩の徴兵制創設や財政改革などの藩政改革を津田出

とともに推し進め、その手腕を発揮しました。 

西南戦争に乗じて政府転覆を謀ったとして投獄さ

れましたが、明治１６年（１８８３年）に出所し外遊

後、外交官として活躍しました。 
国立国会図書館デジタルコレクション所蔵 

写真提供：広川町 
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                           ふるさと歳時記 

 

陸奥宗光の功績で特に有名なものは、徳川幕府が締結した諸外国との不平等

条約の改正です。当時、不平等条約の改正は、我が国の発展のためには是が非

でも必要でしたが、困難を極めていました。陸奥宗光は、米国公使として赴任

中の明治２１年（１８８８年）、メキシコと我が国最初の対等条約を締結。さら

に、第二次伊藤博文内閣では、明治２７年（１８９４年）年に外務大臣として

治外法権の撤廃と関税自主権の一部回復を盛り込んだ日英通商航海条約の締結

に成功し、日清戦争後の講和条約では、我が国に有利な内容に導いています。 

陸奥が没した日、黒田清隆と板垣退助は「君去って我外交をいかにせん」と

声を上げて泣いたといわれます。 

南方熊楠 

南方熊楠は、「和漢三才図絵」を記憶し、帰宅してか

ら書き写すほどの記憶力と、飽くなき知的好奇心を生

涯にわたってもっていました。 

明治１７年（１８８４年）、東京大学予備門に入学し

ますが、明治１９年（１８８６年）には留学目的でア

メリカに渡り、次いでイギリスに移住。ロンドンでは

大英博物館にこもり、稀有な語学力を活かして古今東

西の文献を読み漁り、多くの抜き書きノートを残して

います。また、世界的権威の科学雑誌「ネイチャー」に

多く寄稿し、世界の第一線の学者から賞賛されました。 

ロンドンでは、亡命中の革命家・孫文やのちに高野山管長となる土宜法龍な

どと親交を結び、生涯の友となります。明治３３年（１９００年）に帰国し、

那智勝浦町の原生林で植物などの採集を行った後、田辺に転居し、生涯を田辺

で過ごしました。 

なお、政府の政策「神社合祀」に対し、１０年にわたる粘り強い反対運動を

展開し、廃止にさせています。 

昭和４年（１９２９年）には、昭和天皇の強い御希望により、戦艦「長門」艦

上での御進講が実現しました。後に昭和天皇は、御製和歌を詠まれ、熊楠を懐

かしんでいます。 

 

 

 

 

 

                       

 

 

＜お知らせ＞県では、以下のとおり和歌山県誕生１５０周年記念式典を開催予定です。 
開催日時    令和３年９月２５日 (土 ) １２時３０分～１７時（予定）  
会場      和歌山県民文化会館大ホール（和歌山市小松原通１－１）  
観覧者募集定員 １，８００名 ※観覧者は抽選により決定いたします。  
※募集締め切りは、令和３年８月２０日（金）（当日消印有効）まで  

WEB によるライブ配信も予定しています。  
詳細は下記特設サイトを御確認下さい。  
和歌山県誕生 150 年記念特設サイト：http://wakayama150.telewaka.tv/ 

南方熊楠顕彰館（田辺市）所蔵 
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イベント情報(８月下旬～９月中旬) 
 
※掲載の情報は、令和３年７月末時点のものです。 

最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

期間  行事名  場所  問い合わせ先  

8 月 24 日 千燈篭供養 
橋本市・ 

子安地蔵寺 

子安地蔵寺 

0736-32-1774 

9 月 11 日 
光三宝荒神社 

「献灯祭」 
光三宝荒神社境内 

光三宝荒神社 

0736-32-7484 

9 月 15 日 

三輪崎八幡神社例大祭 

渡御行列 

※今年度は神事のみ催行 

三輪崎八幡神社 

ほか 

熊野速玉大社 

0735-22-2533 

 

自然・風物情報(８月下旬～９月中旬)     
 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

８月下旬 イチジク出荷最盛期  紀の川市  
JA 紀の里農産物流通

センター 

0736-73-7200 

9 月上旬 クエ初入荷  日高町  
日高町観光協会 

0738-63-3806 

9 月上旬 あらぎ島で稲刈始まる  有田川町･あらぎ島  
有田川町ふるさと開発

公社 

0737-25-0221 

9 月中旬 
極早生温州みかん出荷

始まる  
有田市、田辺市  

JA ありだ 

0737-53-2311 

JA 紀南 

0739-23-3450 

9 月中旬 モズクガニ漁  始まる  古座川町流域  
古座川漁業協同組合 

0735-72-3800 

9 月中旬 わかしらす天日干し  和歌浦漁港  
海草振興局農業水産振

興課 

073-441-3380 

9 月中旬 イセエビ漁解禁  串本町･下田原漁港  
和歌山東漁業協同組合

下田原支所 

0735-74-0131 



 
 

～編集後記～ 

 

 長かった梅雨も明け、本格的な暑い夏を迎えていますが、みなさまいかがお

過ごしでしょうか。 

今月も「和歌山だより」をご覧いただきありがとうございます。 

 

東 京 ２ ０ ２ ０ オ リ ン ピ ッ ク も 開 幕 し 、 １ ７ 日 間 が あ っ と い う 間 に 過 ぎ ま し

た。開会式・閉会式や試合で活躍する選手をテレビの前で応援された方も多い

のではないでしょうか。新型コロナウイルス禍の影響で制限が多い中、持てる

力を最大限に発揮された選手のみなさんに元気をいただきました。ありがとう

ございました。8 月２４日からはパラリンピックも開幕します。引き続き、選

手のみなさんに声援を送りたいと思います。 

 

6 月号でご案内させていただきました紀の国わかやま総文２０２１（全国高

等学校総合文化祭）も 8 月６日をもってフィナーレを迎えました。コロナ禍の

中、練習や準備にがんばってこられた高校生のみなさんをはじめ多くの方々に

さまざまな感動と思い出を残してくれたことと信じています。直接関わってこ

られたみなさま、いろいろと支援してくださった関係者の方々をはじめすべて

のみなさまに感謝申し上げます。 

  

しばらくは暑い日が続くと思います。みなさま、熱中症にはくれぐれもお気

をつけいただき、お健やかにお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
和歌山だよりに対する御意見・御感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 
山に関する情報を御提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。  
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。）  

  ■FAX 073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/                  
ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ htts://www.pref.wakayama.lg. jp/prefg/010500/furusato/        

                   2021 年（令和 3 年）8 月 NO.１６０  
 *個 人 情 報 に つ き ま し て は 、「 和 歌 山 だ よ り 」       和歌山県 秘書課  

  の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、使 用 い た し ま せ ん 。       〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
                     TEL 073-441-2022                       

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版な

らではの美しい画面を楽しんでいただけますのでぜひ御覧ください。 

 

知事室 秘書課長  西 山 雅 美 


